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２０２０年１１月９日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ貨物連合 
第 11 回定期大会･安全ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを開催 

ＪＲ貨物連合は 11 月７日、広島市内において、構成組織の貨物鉄産労・南関東ロ

ジスティクス労組・中国ロジスティクス労組・九州ロジスティクス労組からそれぞれ

役員・代議員が参加して第 11 回定期大会を開催し、新型コロナウイルス感染症拡大

の難局を乗り越えるべく、次なる１年間に力強く臨む運動方針を決定した。また、引

き続き開催した安全ディスカッションでは、職場からの報告を受けて課題解決にむ

けて熱心な討議を行った。 

第 11 回大会において、ＪＲ貨物連合の大杉正美会長（ＪＲ連合副会長・貨物鉄産

労委員長）は挨拶で、安全衛生の課題、コロナ禍によるＪＲ貨物とグループ会社の状

況と対策、ロジスティクス会社で導入

が進められている新人事制度の課題と

対応などについて述べ、「難局を乗り越

えるために労使一体で取り組もう」と

決意を訴えた。 

来賓のＪＲ連合荻山市朗会長は、安

全の確立、コロナ禍に対するＪＲ連合

の政策・政治活動の取り組みと署名活

動への協力、ポストコロナの展望と課

題、ＪＲ二島・貨物の経営自立への取り

組みなどについて提起し、「厳しい時こそ労働組合が役割を発揮し、政策実現と組織

拡大に奮闘しよう」と呼び掛けた。 

方針提起、質疑応答の後、辻村和裕事務局次長補佐（貨物鉄産労書記長）が総括答

弁し、満場一致で新年度の運動方針を確認して決意を固め合った。 

安全ディスカッションでは、各ロジスティクス労組より、休憩なく長時間連続で作

業をしなければならない実態、フォークリフト作業を考慮した列車ダイヤ作成の要

望、ホームの変状や暗い照明といった危険な職場環境など、現場の具体的な実態や課

題が報告された。改めて問題集約のうえ、ＪＲ連合とも連携して課題の改善を進める

こととする。 

また、ＪＲ貨物連合の組合員が不在の職場における問題点が放置されている実態

があることから、安全確立のために、そうした課題も見過ごさずに対応するととも

に、世話役活動を強化し組織拡大にも積極的に取り組むことを確認した。 


